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廟嚇覚蜘に1舶す碗窺1画Pβ∋（1924＞1）1

鷲章刺激硯対す多胎児鈴反応を報告レてよg・・Sontagら

（1935）a！プ』Smithらq965）9！－」購enら（1982■など

によって受け継がれて匝る。日本でもザ小川（・1955）悸），

荒山（1966）5）， 荒木（1072）6），、越野（1975）7≧亀山

（1983）多》
、などの研究が見られるすこれらの研究はレ多

くは耳鼻科・産婦人科領域において藁胎児の発育の診断

や疾病の早期発見などに』胎児の聴覚性反応が有効な指

標≒成り得る塑否かを2速IJ灘膨苅すγる殆勤勺O・拍反応を

手参疹り犀検討したも璽で南る。さ〆ら年最返に，胎児φ

新生児の熊力匿関して・ 』小林らiを中昼に学際的な研究9）

力雄碑いる。胎児の環境には種々の音が豹lo），鮒児

の聴覚系は胎生26週にはほぼ完成し壇，．胎生28週以後の

胎児は，週数が進むにつれて外界の音刺激に応答ずる率
が高くなり7），慣性化をもたらさないためには， 音刺激

り持績陣間結 5僧6秒が適切であ り吊）蹴出生鎌Q新生児

嫉子寓内音1ζより鎮静化レうう
惨胃

と丸・われてレ）るφ妊

婦水泳をし顔妊婦りま木院・ 飛行機4）塚音の多ヤ・飛行場付

逐の妊婦から串隼夢た新生児1ζついて・、 始児瑚に聞き慣

むてい＃音に毬マ紘厩ワ、7ル≧違った反応をす る可能性

も指摘され“》る腰詠レか レ，｝外界の人間の音声を胎児

が翠簿し1てし、うかξうかに関レ頂に・ まだ確かめられて

曾な㌢蔑塁御琢糞児で屡一
㌧

外界4）雑音より人声に反応し

や勲炉われ騨鯉餌 、胎児でも燗の静を記
悔レている，可能悔は考κられるQそζで‘ 我々ぱカセッ

トテマプに吹毒込んだ俳句の朗部を胎児14聞かせデその

胎児が出生後，同じ俳句とコントロr歩φ章声を， 新生

児になってから聞いた時の心拍を比較分析することを試

みた。俳句を言語的正刺激として選択し起理由’ま，俳句

は独得のリズムを持ち，また，読む時にも特有な抑揚を
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つけて読竃むる・こ・と から日．常会話とは異なり，、胎児の｝

毅胸言語環壌（日常会謁） ンを 「地」と，した時に・「図上と

，な．り得多言語刺激爾丁？豊考え丸ζとにょる。．託・

　　　lr 1！ ・ド ゴータ逼 卜』 へ鼓－』∫｛・

11．皿〆 ，対．象値亙・』《・き擦 、』1
r』 、∵ 1』燃マ（停

　　　1L1軌』 i ρシび 呂昌㍍』．1 1凸 r’、 　』 ［げ ・

い妊娠24γ28週に愛育腐院を受診レ元約3q人の婿婦に｝：・

俳句を1 日2回腹部く胎蝿身・κ開かせる．よう依頼し縮・

当該妊婦の虫で以下の①から⑤までの条件を満たした者

声、り出生しゲ④から⑩ま懸の条件を溝た した新生児7名
、を被験群く俳句群）と！して選♂出レた6：また葛①以外の

②から⑩ま燈を澱れしな新生児7名をコント ロもzセ群と

して設定した。

・Q妊姫怨週規ら出彦まで9鯛問中艦・ 翠べ125㌘23a

　　　回，俳句を聞かせだ妊婦．

②妊娠脚獣、糞験併興伴嬢かった欄
　③　年齢が20～34歳の妊婦
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、、＝ ＠で出生体重が、25000／以土4000σ未満の新生児・1 』i

　⑦　臨床的に健康な新生児』1』．τ1、∵　』，弓＝『 r　r！、 』、1

』⑧ 5！分後APGAR 指数≧8・点 」、 〕・1 ．、1
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　⑨㌧光線療法の適応はなかづた新生児 1く）二：』、r．

　⑩　生後2㌻7日の新生児、ルh’ 、1．
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俳句A・（ねこの子のち凝、｝とおさえる木の葉かな）㌔の

女性の朗読ズ1回約7 秒）・が5秒間隔で合計f5回lr、（約3・

分間ン 吹き込まれているテーブを，一カセヅトデ←プレ貞

一ダ→で，・胎児に聞かせるよう妊嬬搭依頼しだ5’ゆら％

りとした姿勢をとっ1て腹部を楽にじ，」胎動のある時どな

い時それぞれ1，回ずつ1日2回，ゆるさ。いと思われな応’
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’位のなるべく大きめの音で，妊婦の腹壁から約30㎝離れ

た位置でスピーカーを腹部に向けて聞かぜるようにした。

以上のことにより，胎生24週以後の7名の胎児（俳句群）

は出生前に125～233回，俳句Aの朗読という外来からの

聴覚刺激を受けた。同じ俳句A，別の俳句B（くりひろ

いねんねんころりいいながら），文章C（実験に御協力く

ださりあわがとうございました）の女性の朗読が吹き込

まれているテープを，俳句群とコントロール群の新生児

に，State2～3の状態（Brazeltonの分類15）による）

の時に聞かせ，その時の心電図を分析した。別の俳句B

は，俳句Aと似てはいるが異なるもの（五。七調でリズ

ムは似ているが音素が異なる），文章Cは，全く別のリズ

ムを持った一般的な言葉という意味で選択設定した。

State1は新生児が深い睡眠状態なので音を聞いていな

い可能性，State4は他の状態にすぐ変化する可能性，

St＆te5～6は体動による心拍の変化の大きい可能性があ

るので除外した。比較的心拍の変化の少ないkEM期16）

を主に，State2～3の時に俳句等を，愛育病院内の比

較的静かな個室で聞かせた。 図1のようにAA（5秒間
隔で俳句Aが2回続けて吹き込まれているテープ），BB

1（5秒間隔で俳句Bが2回），CC（5秒間隔で文章Cが

2回）が，それぞれ2回ずつ30秒おきにat・randomな

順序で合計6回吹き込まれているテープを使用し，対象

児に聞かせた。対象児の耳もとから約20cm離れた位置に

C　C 3　B A　み C　C A　A B　B

純な比較は意味がない。従って，同一個体内の資料にっ

いてAA，BB，CCの順列をつけた上で，個体間の差を

検討した。・

w　結　果

　20秒間のR－R間隔の平均値に関しては，AA，BB，

CGの順列に一定の傾向は認められなかった。

　20秒間のR－R間隔の標準偏差値に関しては，大きい順

に表1に俳句群7名の順列，表2にコントロール群7名

表1　俳句群におけるR－R間隔の標準偏差値の順列

順番 児a 児b 児c 児d 児e 児f 匙
1

船 舶 飴
BB

飴 飴
CC

2 BB CC
触

BB BB
舶 舶3

触 舶
CC

触 触
BB BB

4 BB BB BB CC CC CC BB
5 CC CC BB

畝
BB CC CC

6 CC BB CC CC CC BB
触

裏2　コントロール群におけるR－R間隔の標準偏

　　差値の順列

マ　　　　　　　　　ロ

5砂　　30砂　　5秒　　30抄

図1　新生児に聞かせるテープ

スピーカーをおき，最大音量80dB以下で聞かせた。AA，

BB，CCを聞かせた期間とその前後の合計20秒間の

R－R間隔の平均値と標準偏差値を計算し，対象児1人

1人について，それらの順列をつけた。

　心電計は日本光電のハートモニタOEC－5301を改良

し，毎回のR－R間隔が縦軸の長さとして表記され，記

録が階段状になるようにして使用した。心電計のローラ

ーの回転速度による誤差を少なくするため，R－R間隔

の値は縦軸の長さを測定した。R－R間隔の呼吸性変動

による誤差を少なくする目的では，サンプリング時間は

長い方が良いが，伺じ音刺激を繰り返し聞かせると，慣
れの現象15）が生じてしまう可能性があるので，それらを

少しでも取り除くため，今回の実験では2回ずつ刺激を

対象児に聞かせ，1その20秒間のR－R間隔の平均値と

標準偏差値を計算した。また，個々の新生児の心拍数や

その標準偏差値は，個人差が大きいので，個体闇での単

順番 児h 児i 児j 児k 児1 児血 児n

1 CC
舶

CC CC BB BB BB
2 AA

飴
CC

触 舶
BB CC

3 BB CC BB BB CC CC CC
4 CC BB BB

触
CC

触 飴5 BB CC
船

BB
触

CC
飴6

舶
BB

船
CC BB

舶
BB

の順列を示す。表1より俳句群7名では，AAを聞かせ

た時に新生児のR－R間隔の標準偏差値は大きい傾向で

あった。表1に関して14個のAAの順列とBBあ順列を

検定すると両側危険率1彩（サイン検定，∬＝5＜6）

で，14個のAAとCCを比較検定すると両側危険率5％

（サイン検定，署＝8諾8）で有意差があった。しかし，

14個のBBとCCでは有意差は認められながった。表2よ

りコントロール群7名では順列に一定の傾向は認められ

なかった。14個のAAの順列に関して表1と表2を検定

すると，俳句群はコントロール群と比較して，両側危険

率5％（Mann　Whitney　U検定，U＝53．5＜55，2＝

2．08）で有意差があったQ1

V考　察
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　生後数目の新生児は，周囲の人々の話し声に同期して

身体を動かすと いわれている夏拠Pが．・ての華実は，く：我

．我に2っのζと．を想起させる。： 1つは，ヤ新生児が生来的

に社会的な予備適応，social　pre黒adap亀ation壌）として

人の話し声に合わせる機構をそのハード・ウェァ．に持ち

合わせているに違いない，・とい，うこと であり，1今1、っは

新生児が殆児期に幾に人の話し声を経験し、てねり， その

経験が生後間もなくから児の社会的な行動に何 らかの役

割を果たしているのではないか，というものであるσ後

者についてを大まかではあるが実験的に確かめてみよう

と試みたのが本研究である。 ，・

　 心拍反応の研究及び心拍反応を行動理解の指標と・した

研究は過去に数多い。増拍， 1減拍，・・バラツキvariabili貯・

にっ込てに多くの知見が出されてきている甲ン甲弘 大人や

児童にっいては・ ’心拍反応のう ちの増拍を外界の刺激に

対する拒否，防禦反応，減拍を‘‘何だろう”反応orie麟ing

response，、または注意集中反応と見なす見方は男般的で

ある。 、しかし，r大人や児童から得．ら れた心拍反応に関す

る知見は新生児にはあては・喜らない とい．う報告2！）勿も

あるぴしかし，今ま悉の心拍反応の研究ない しは心拍反

応を盛覚の指標と、して用いな研究で1ま，〆τ対象が大人でも

新生児でも，刺激入力時の心拍を調べるのに謬心拍をど

の時点でどれだけの期闇どのようなやり方でサ≧プリ、況
グする力唾ま研窓者1こ去？て、まちまちで南ラた甲）22！23遡≧

また，新生児の心拍反応に関する研究では，反応に大き

な影響を持つ行動状態が厳密なかたちでは考慮されてい

なかった。従って，心拍反応を新生児の反応の指標とし

て適用することに十分可能性があると考え，本研究を設

定した。　　　　　　、、 ⇔ご
「レFぺ一、ジ㌔ポ呉　恥ゾ r（冨il寄

成人が緊張している時は・R『R堺の麹嘩騨

嘩興婚く・，緊張が獣れて喝興、 乎鱒源』一

準偏差徹嵌ぎいと砺鞭幡鈎）諸拍醸版戯
1っ、いては別に報告した2りのでヂ今回は，・

平均値と標準偏

差値にっ恥て分析を試み「たd、洩…　、：bγゾ・芦ソ1，ガ1（1、シ

犀我々の実験では，葺｝R間隔の平均値に関1しては←定・

の傾向は認め．られなかったが』l　R－R間隔の標準偏差値r・

は，聞き慣れている俳句を聞かせた場合に大きい傾向で

あった。俳句Aの朗読という聴覚刺激にさらされていた

俳句群の胎児が出生後，その児に俳句A，俳句B，文章

Cを聞かせ，聞かせている闇のR－R間隔を分析すると，

その標準偏差値は，BやCに比較してAの時に有意に大

きかった。また，俳句群の新生児とコントロール群の新

生児に俳句Aを聞かせた場合，R－R間隔の標準偏差値

を比較すると，俳句群で有意に大きかった。俳句群は7

名と少ないが，妊娠中に同じ俳句を125回以上聞かせて

1あり，
、・ ？，1．母子ともに健康である児を選びだすと，く例

数が限定されてしまうのはやむをえない。以上のζとは，

①胎児期の聴覚経験は生後の聴覚反応に影響を持っら七

いこと，②心拍の標準偏差値が新生児研究にお硫て反応

の指標と獄ウかる可能性ゼ1・を示喫す：るゴものと鯖える6胎

児は，胎児期より外界の俳句の朗読を聞いて，，、それを何

らかのかたち1で記憶じにおり郵出生後にコ蔓！ニト、耳τルと

異なる反応を示すと考えられるσ ・外界の音は子宮内では

減衰されるので1Φ胎児は俳句の言葉そのものよりも，

俳句吸リズムや抑揚の方を覚えてい喝．可能性も考えられ

る々髪その点に関してに今後検討していきたい。 、、べ焦

がなお，、 本論は；γ臥レィ｝〈義7；ト研究会峻にて研究方

法の検討，データの整珪鮎分析をおこなっ，たら ＝・∫，ll・

　　　l　l’丁こ二r∵一　　　　・ 穏1ぴ，トノ 　　　　　　　　一ト

VI，1、，、ま1とめ

＝、望．G

　　　　　　　　　　」＿L’1＝
ll

㌧、 r一 ・k
1

1＝ Li！

　　胎児期に125回以上同じ俳句の朗読を聞くと鮫う聴覚

　経験をして出生 した新生児は，出同じ俳句を 聞続な場合封

　心電図で分析すると，、対照音や対郷児とは異なる反応を

　する可能性が考癒られた銘．螺7恕
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11
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　　工924．
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　　Child　Development，6＝253～258，1935．
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噴の荒山喬・｝音刺激によrる胎兜の反応にういで「’Audi二
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　　1972．

　 7）越野立夫：音・光刺激に対する胎児の応答とそれに

　　よる胎内発育遅延の診断的価置　日本医科大学誌　42

　　； 371～378，1975．

　8）亀山信彦：周産期における振動刺激による胎児機能

　　検査に関する研究　日本医科大学誌50；10～21，1983．
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